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c 還元酵素(以下fp2) に注目した。反応系へのCyt. c および、Cyt. オキシダーゼの添加，熱処理， トリ
プシン消化による fP2 の選択的な可溶化， fP2抗体による阻害，等とこれら全てミクロゾームのfP2活性
を低下させるが，これにイ半ってスクワレンのエポキシ化活性も減少する。このことから fp 2 がエポキシ
化反応に関与していることが明らかになった。エポキシ化反応は精製した fp 2 だけではおこらないこと
から， さらに terminal oxidase が存在すると考えられる。
次に可溶性画分中の活性化因子としての蛋白質(以下SPF) を部分精製・した。この蛋白伊はスクワ
レンや反応生成物のステロールと全く結合しないことから，近年 Scallen ， Dempsey らが唱えているよ








化されない。 PI と SPFが共存するとき， ミクロゾームへのスクワレンの結合は SPFの量に依存して
増え，この条件下で結合したスクワレンは効率良くエポキシ化を受ける。またこの反応時にはPIの存

















中村君はまずチトクロム c およびエビネプリンによる阻害， トリプシンによるミクロゾームからの
NADPHーチトクロム c 還元酵素の選択的可溶化による阻害，この還元酵素に対する抗体による阻害等
の観察から，エポキシ化反応にNADPH- チトクロム c 還元酵素が関与していることを確証した。つい
で可溶性画分から SPFを部分精製し，これがスクアレンやステロールと結合せず，従って Scallen ら
の sterol carrier protein とは異なるものであることを示した。さらにスクアレンがエポキシ化を受
けるためには，まずそれがミクロゾームに結合することが必要であることを明らかにし，この結合と
結合したスクアレンのエポキシ化に対する SPFと酸性リン脂質(ホスファチジル・イノシトール， PI, 
を用いた)の役割を研究した。その結果，結合はPIのみの存在下でも起こるが，このようにして結合
したスクアレンはその後に SPFなどを添加しでも殆んどエポキシ化されないこと， しかし PI と SPFの
共存下で結合したスクアレンは効率よくエポキシ化を受けること，そしてこの反応にはPIは不要で、あ
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るがSPFの存在は必要で、あることなどを明らかにすることができた。従って PIはエポキシ化そのものに
は不要で、あり，基質をミクロゾームの特定部位ヘ結合させるのに関与しているが， SPFは結合とエポキシ化
の両過程に必要で、あると結論できる。
以上のように中村君の業績はスクアレンのエポキシ化反応について従来不明であった多くの点を明
らかにしたものであり，理学博士の学位に十分値するものであると認められる。
- 34 一
